第7章　水産業
概況
　本府の漁業は、瀬戸内海に属する大阪湾の東部約660平方キロメートルを主要漁場とし、海岸線から1000メートルから2000メートル以内は漁業権漁場、その沖合は入会漁場となっている。
　南北に連なる屈曲の少ない単調な海岸線は府下８市４町にまたがっている。
　漁港は昭和55年３月末日現在で12港、そのうち第１種は８港、第２種他は４港となっている。
　外洋からの回遊魚は少なく、内湾性、内海性の魚介類が大部分を占めている。主なものは「いわし」、「ぼら」、「かれい類」、「すずき」、「あじ」、「えび」、「たこ」などである。本府の漁場は狭いが、流入河川が多く餌料生物が豊富なため、漁業生産力は瀬戸内海でも高い水域となっている。
　漁獲量は、昭和51年から53年にかけて毎年４万トンを超えていたのが、54年に２万４千トンまで落ち込んだものの、55年には３万トンの水準に回復した。
漁業経営体数と漁船数
　昭和53年11月１日現在実施の第６次漁業センサスの結果、本府の漁業経営体数は、第５次漁業センサス（昭和48年11月１日実施）の835経営体から44経営体（5.3パーセント）減少して、791経営体となった。このうち、個人経営体は750経営体で、総数の94.8パーセントを占めている。
　登録漁船数は、昭和55年12月末日現在では1588隻で､前年の1531隻より57隻（3.7パーセント）の増加となっている。
　このうち、動力船は1543 隻で前年の1482隻より61隻（4.1パーセント）の増加、無動力船は45隻で前年の49隻から４隻（8.2パーセント）の減少となっている。
漁労日数と漁獲量
昭和55年中に漁業を営んだ日数は延べ10万2445日で､前年の９万6503日より5942日（6.2パーセント）多くなっている。
　総漁獲量は３万800トンで、前年の２万4682 トンより6117トン（24.8パーセント）の増加となっている。
　漁獲量を市町別にみると、岸和田市が１万9043トンで総漁獲量の61.8パーセントを占め、次いで堺市が3843 トンで同じく12.5パーセントを占め、この両市だけで全体の74.3パーセントを占めている。
　漁業種類別にみると、まき網が１万7181トン（総漁獲量の55.8パーセント）で最も多く、次いでパッチ網が9997トン（同32.5パーセント）､底びき網が2244トン（同7.3パーセント）となっている。この３漁業で全体の95.5パーセントを占めている。
　又、魚種別にみると、魚類が２万9368トン（総漁獲量の95.4パーセント）､水産動物が1393トン（同4.5パーセント）､海草類が21トン（同0.1パーセント）､貝類が18トン（同0.1パーセント）となっている。魚類のうち「いわし類」は１万5017トンで51.1 パーセントを占めている。
内水面漁業漁獲量
　昭和55年中の内水面漁業漁獲量は30.0トンで、前年の31.8トンから1.7トン（5.4パーセント）の減少となっている。
　主な魚種別にみると、あゆが13.2トン（総漁獲量の44.0パーセント）で最も多く、次いでふなが4.0トン（同13.4パーセント）、こいが2.6トン（同8.7パーセント）､うなぎが2.4トン（同8.0パーセント）となっている。
内水面養殖業収獲量
　昭和55年中の内水面養殖業収獲量は488.3トンで、前年の587.0トンから98.7トン（16.8パーセント）の減少となっている。
　養殖魚種別に主なものをみると、ふな養殖が285.8トン（総収獲量の58.5パーセント）で最も多く、次いでこい養殖が99.8トン（同20.4パーセント）、うなぎ養殖が28.0トン（同5.7パーセント）となっている。
